
－1－

原著論文

千葉中央博研究報告（J. Nat. Hist. Mus. Inst., Chiba）18（1）: 1-5. March 2026

　アユ Plecoglossus altivelis altivelis はキュウリウオ目ア
ユ科に属する淡水魚類で日本の重要な水産魚種の１つで
ある．古くから食用や釣りの対象魚として利用されてお
り，日本人に馴染み深い魚種である．アユは秋に河川で
孵化した仔稚魚が海に下り海域で成長した後，翌春河川
へ遡上する両側回遊型の生活史をもつ（細谷，2025）．
　海域に出たアユについては，Senta and Kinoshita (1985)
により仔稚魚が砂浜海岸の砕波帯を成育場として利用し
ていることが報告され，その後，各地で調査が行われた
（塚本ほか，1989; 田子，2002; 東，2005など）．
　千葉県内では，栗山川（梶山，1996a）や小櫃川（田中，
1996）などでアユの生息が確認されているが，治水のた
めの河川改修が進み，多くは遡上のみの個体群である（谷
城，2002; 梶山・尾崎，2006）．一方で富津市に位置する
湊川は梶山（1996b, 2000a, 2000b）によりアユ稚魚の遡上，
自然産卵，ふ化仔魚の流下が確認され，再生産が行われ
ていることが明らかとなっており，県内でもアユの再生
産が確認されている数少ない河川である．再生産が可能
な理由として湊川は他の河川に比べ遡上の妨げとなる河
川横断構造物（堰）が２箇所と少なく，いずれにも魚道
が設置され魚類の遡上に配慮されている河川であること

が要因だと考えられる（梶山，1996b; 佐藤・五明，
2022）．海に下ったアユの仔稚魚については，湊川河口
に隣接する上総湊砂浜海岸砕波帯において荒山ほか
(2002)により生息が確認されている．
　湊川のアユに関する報告は少なく梶山・尾崎（2006）
以降，報告がない．また，仔稚魚については荒山ほか
（2002）以降，報告がない状況である．既往報告から 20
年以上経っていることをふまえ，アユの仔稚魚が現在で
も上総湊海岸砕波帯を利用し出現するのかを確認するた
め，2021年 12月から 2022年 3月にかけて毎月 1回，
大潮の干潮時と満潮時にサーフネットを用いて採集を
行った．

材料と方法

　採集は湊川河口側の St. 1と砂浜海岸中央側の St. 2の
2地点で行った（図 1）．大潮の昼間にサーフネット（幅
5 m，深さ 1 m，袋網 3 m，目合 1 mm，1反）を用いて
汀線に沿って約 50 m網を引いた（図 2）．
   採集地点と曳網の回数を表 1に示す．干潮時と満潮時
にそれぞれ 3回（12月の St. 2では 2回）引いた．なお，
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altivelisの仔稚魚の生息状況について
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要　旨　上総湊砂浜海岸においてアユの仔稚魚が現在でも砕波帯を利用し出現するのかを確認する
ため，2021年 12月から 2022年 3月にかけて毎月 1回，大潮の干潮時と満潮時にサーフネットを
用いた採集を行った．その結果，2月では 342個体，3月は 82個体のアユの仔稚魚を採集すること
ができた．採集できたのは 2月と 3月のみであったが，2月に比べ 3月は体長が大きい個体が採集
されたため，砕波帯で成長していると推測された．このことから，上総湊砂浜海岸砕波帯は現在で
も海域に出たアユの生育場となっていることが考えられる．
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12月と 1月ではアユを採集することができなかったた
め，荒山ほか（2002）の著者へ採集場所を確認したとこ
ろ St. 2付近であることが判明した．そのため，2月と 3
月の満潮時は St. 1ではなく，St. 2で採集を行なった．
採集した魚類はエタノール 70%で固定し，実体顕微鏡
を用いて形態による同定を行った．なお，採集したアユ
標本の標準体長（以下体長）をノギスを用いて 1 mm単
位で測定し，記録した．また，種同定結果が正しいか確
認するため，採集したアユ標本 1個体から DNAの塩基
配列情報を得た．配列を決定するにあたっては、株式会
社生物技研（神奈川県相模原市）による DNAバーコー
ディングサービスを利用した．サンプルは冷蔵便にて同
社へ送付し，D N A抽出，P C Rによるミトコンドリア
D N Aの 12 S rRNA部分領域（167–168 bp）の増幅，塩
基配列の決定が行われた．塩基配列の解析には次世代
シーケンサーが用いられた．得られた配列は公開データ
ベースと照合され，種同定が確認された．

結果

　2021年 12月から 2022年 3月に採集された魚類のう

ち最も多く採集できた魚種はアユ（424個体）であった
（表 1，図 3）．地点別でみるとアユは河口に近い St. 1よ
り St. 2に多く生息していることがわかった．
　St. 1の満潮時にアユを採集することができなかった
が，干潮時には 5個体，St. 2では干潮時に 217個体，
満潮時では 202個体を採集することができた（表 1）． 
　アユが採集された月は 2月と 3月のみであり，2月で
は 342個体，3月は 82個体を採集した（表 1）．2月と 3
月の採集結果を比較すると 3月は採集個体数が減少して
いるものの，2月より体長が大きい個体を採集すること
ができた（図 4）．また， 2月では干潮時に 217個体，満
潮時に 125個体のアユが採集された．一方，3月では干
潮時に 5個体，満潮時に 77個体が採集され，潮汐で出
現パターンが異なった．この結果について Fisherの正確
確率検定を実施したところ，2月と 3月で有意な差が認
められた（p<0.001）．
　この他，2月は St. 2の干潮時にアユが多く採集され
たが，3月は満潮時の方が多く採集され，体長も干潮時
より大きかった．
　DNAバーコーディングによる相同性解析の結果，
GenBankに登録されているアユ（LC468896）と 100％
一致し，形態形質による同定と併せ，今回採集した仔稚
魚はアユであることを確認した．

考察

　梶山（2000b）により，湊川のアユは 3月上旬から 4
月中旬に河口域に出現し，全長は遡上初期には 40～ 85 
mm，遡上後半では 60～ 70 mmであることが明らかに
されている．今回，上総湊砂浜海岸で採集したアユの体
長は 2月より 3月の方が大きく，体長 40 mm以上の個
体を 3個体採集した．アユは体長 30 mmを超えると遊
泳力が増し，体長 40 mm頃から河口域に移動する（河野・
島田，2006; 大竹，2006）．このことから，3月に採集し
たアユは河口域に移動する前のアユであると考えられ
る．
　今回の調査では 12月と 1月にアユを採集することが
できなかったが，荒山ほか（2002）では砂浜海岸 4地点

図 1．�採集地点．（国土地理院地図，一部改変）

図 2．�採集の様子．

図 3．�採集したアユ Plecoglossus altivelis altivelisの稚魚．（2022
年 3月採集）
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表 1．�採集魚類の個体数．

図 4．�採集地点ごとのアユの体長．

採集月

採集地点

潮汐 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮 満潮 干潮 満潮

引網を引いた回数 3 3 2 - 3 3 3 - 3 - 3 3 3 - 3 3 35

アユ Plecoglossus altivelis altivelis 0 0 0 - 0 0 0 - 5 - 212 125 0 - 5 77 424

イシカワシラウオ Neosalangichthys ishikawae 0 0 0 - 0 0 0 - 22 - 0 1 0 - 1 25 49

ボラ Mugil cephalus cephalus 5 7 0 - 0 0 1 - 0 - 6 50 0 - 3 8 80

スズキ Lateolabrax japonicus 0 0 0 - 0 6 1 - 53 - 24 17 37 - 27 11 176

ヒイラギ Nuchequula nuchalis 0 0 0 - 0 0 0 - 1 - 0 0 0 - 1 0 2

キチヌ Acanthopagrus latus 6 17 1 - 0 0 0 - 0 - 0 0 0 - 0 0 24

コトヒキ Terapon jarbua 0 0 1 - 0 0 0 - 0 - 0 0 0 - 0 0 1

シマイサキ Rhyncopelates oxyrhynchus 1 0 0 - 0 0 0 - 0 - 0 0 0 - 0 0 1

トビイトギンポ Zoarchias glaber 0 0 0 - 0 0 0 - 1 - 1 1 1 - 0 0 4

シロウオ Leucopsarion petersii 2 1 0 - 0 1 0 - 8 - 28 3 0 - 10 4 57

ビリンゴ Gymnogobius breunigii 0 1 0 - 1 0 0 - 0 - 0 0 0 - 0 0 2

チチブ Tridentiger obscurus 0 0 0 - 0 0 0 - 1 - 0 0 0 - 1 0 2

ウキゴリ属の一種 Cymnogobius sp. 0 0 0 - 0 0 0 - 0 - 4 0 59 - 104 123 290

ハゼ科不明種 Gobiidae spp. 1 0 0 - 0 0 0 - 0 - 0 0 0 - 0 0 1

ササウシノシタ Heteromycteris japonicus 0 0 0 - 0 0 0 - 1 - 0 0 2 - 0 0 3

クロウシノシタ Paraplagusia japonica 0 0 0 - 0 0 0 - 0 - 0 0 1 - 0 0 1

クサフグ Takifugu alboplumbeus 1 5 0 - 0 2 5 - 1 - 2 0 0 - 0 2 18

不明種 1 0 0 - 1 3 5 - 2 - 4 1 5 - 2 13 37

計 17 31 2 - 2 12 12 - 95 - 281 198 105 - 154 263 1172

2021 2022

12月 1月 2月 3月

St.1 St.2
計

St.1 St.2 St.1 St.2 St.1 St.2
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（上総湊，富山，北条，大賀）の調査結果で 12月と 1月
でもアユが採集されている．また，河川内での産着卵調
査では 11月に発眼卵を確認しており（佐藤未発表），12
月と 1月の調査時にはアユの仔稚魚は海に流下している
と考えられる．海域に出たアユは遊泳能力が低いため，
体長の小さいアユが砕波帯に移動するのは受動的であ
り，成長とともに遊泳力が増加することで，沖合から砕
波帯に接岸すると推察されている（河野・島田，2006；
大竹，2006）．そのため，12月と 1月はアユの仔稚魚が
沖合に生息していて砕波帯に能動的に接岸していなかっ
た可能性が考えられる．また，砕波帯におけるアユの出
現様式は孵化時期によって変化し，砕波帯の滞在時間も
変化する（塚本ほか，1989; 東，2005）．孵化時期が早い
前期群は砕波帯の滞在期間が短く，孵化時期が遅い後期
群は砕波帯の滞在時間は長い．今回，採集したアユにつ
いては日齢組成を調べていないため，詳細な孵化日は不
明だが，このような出現パターンが影響し，12月と 1
月に採集できなかった可能性も考えられる． 
　採集地点ごとの採集個体数を月別に比較すると，2月
は干潮時に多く採集され，3月では満潮時に干潮時より
も多く採集された．塚本ほか（1989）による熊野灘の波
打ち際での調査では，体長 30 mm以下の仔稚魚が多い
1月と 2月には砕波帯に出現するアユは昼夜問わず満潮
時に多く干潮時には少なかったため潮汐リズムがあるこ
とが推察されているが，一方で体長 30 mm以上の稚魚
が多い 3月と 4月には潮汐に対応した傾向はみられてい
ない．その他，東（2005）による土佐湾の砕波帯での調
査では，日中は満潮時に汀線付近の潮間帯に生息し，干
潮時には汀線付近を離れる傾向が確認されている．今回
の調査結果では，満潮時よりも干潮時の方が採集個体数
は多く既往知見と異なった．これらの結果が潮汐リズム
の影響なのかは不明であるが，干潮と満潮で採集された
仔稚魚の大きさと個体数が異なるため，何らかの影響が
あると思われる．今後は昼夜での採集や採集個体の日齢
組成などを詳細に調べることが課題になると考えられ
る．
　アユの仔稚魚を採集することができた月は 2月と 3月
のみであるが，アユの出現を確認することができた．ま
た，河川遡上前と思われる大型の個体も採集されたため，
上総湊の砂浜海岸砕波帯は現在でも海域に出たアユの生
育場となっていることが考えられる．
　本調査ではアユ以外にイシカワシラウオ Neosalan-
gichthys ishikawae や千葉県レッドリスト（千葉県，
2019）でカテゴリー D（一般保護生物）に選定されてい
るシロウオ Leucopsarion petersiiも採集された（表 1）．
近年，砂浜海岸の多くが，埋立てや人工護岸化，海砂の
採取などにより消失している（田子，2018）．砂浜海岸
砕波帯はアユ以外の魚種も生育の場として利用すること
から，調査を行った上総湊砂浜海岸は県内でもきわめて
重要な場所の一つであると考えられる．
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On the Habitat Status of the Juvenile Ayu, Plecoglossus altivelis 
altivelis (Pisces: Plecoglossidae), in the Surf Zone of Sandy Beach at 
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　Adult ayu （Plecoglossus altivelis altivelis） live and spawn in rivers, 
but their juveniles live in the sea. We investigated whether juveniles of 
the species continue to inhabit and appear in the surf zone of the sandy 
beach at Kazusa-Minato, Futtsu City, Chiba Prefecture. To achieve this, 
we conducted monthly collections from December 2021 to March 2022 
during both low and high tides of the spring tide, utilizing a surf net. In 
February, we collected a total of 342 juveniles, and in March, 82 were 
collected. Although specimens were only found in February and March, 
those obtained in March were larger in size compared to those from 
February, indicating growth within the surf zone. These findings imply 
that the surf zone of the Kazusa-Minato sandy beach remains a nursery 
habitat for the species after they enter the marine environment.
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